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教員養成系大学の学生における特別支援教育への負担感・不安感：

子どもとの関わり経験による比較 

播 萌花＊，高原光恵＊＊ 

教員養成系の大学生に特別支援教育に関する意識調査を行った。質問内容は学年，

特別支援学校教諭免許状取得予定の有無，髙橋・河村(2019)を参考にした負担感・不

安感項目及びやりがい項目，障害のある子どもと関わった経験・場面・障害種，特に

負担・不安を感じる障害種とその理由である。回答者の 93％に関わり経験があり免許

取得予定は 49％，関わりは知的障害と発達障害が多く，場面は教育実習が多かった。

負担・不安得点は視覚障害・聴覚障害・病弱で関わり経験のある群が低く，やりがい

得点は病弱・精神障害で関わり経験のある群の値が高かった。負担・不安を感じる理

由は「知識／支援・対応／コミュニケーション／生命・安全／学習指導」に分類され，

考察では障害種との関連や今後の課題について論じられている。 

[キーワード：特別支援教育，負担感，不安感，やりがい，障害，関わり経験] 

1. はじめに 

学校教育は，教職員と児童生徒との人格的な触

れ合いを通じて行われるものであり，教職員が心

身ともに健康を維持して教育に携わることが重要

である。しかし，文部科学省(2013)の調査にて教

職員のメンタルヘルス不調が社会的な課題として

指摘されて久しいにも関わらず，2019 年度調査で

精神疾患による病気休職者数は過去最多となるな

ど(cf.文部科学省,2021)，改善の兆しは見られな

い。メンタルヘルス不調とは，「精神及び行動の

障害に分類される精神障害や自殺のみならず，ス

トレスや強い悩み，不安など，労働者の心身の健

康，社会生活及び生活の質に影響を与える可能性

のある精神的及び行動上の問題を幅広く含むもの」

とされている(厚生労働省ポータルサイト「こころ

の耳」より)。 

小中学校教師の負担感とバーンアウト傾向，離

職に関する研究として，小橋(2013)は，バーンア

ウトを介して離職意識へ至る職場環境ストレッ

サーの影響力は，多忙感よりも負担感の方が大き

いことを明らかにしている。教員のメンタルヘル

ス不調の改善において，ストレスや悩みにつなが

る負担感・不安感の軽減は重要視されるべきもの

である。 

近年では，特別な支援を必要とする児童生徒が

増加傾向にあること(文部科学省，2015)や「イン

クルーシブ教育システム」の理念の提唱，学校教

育法施行令における就学先を決定する仕組みの改

正により，特別支援教育の推進，充実が一層求め

られている。その一方で，特別支援教育に対する

負担感・不安感を抱えている教師は少なくない。

高田(2009)は，小学校教師を対象に，職場環境ス

トレッサーが直接バーンアウト傾向に影響してい

ると同時に，特別支援教育への負担感を経由して

バーンアウト傾向に至るパスが認められたことか

ら，特別支援教育に関する専門的な知識や対処の

仕方を学ぶことや同僚同士でのサポートが，負担

や不安を軽減し，バーンアウト傾向を低減させる

可能性があるとした。このように，知識や教職協

働力の向上を含め，特別支援教育の専門性を高め

ることは，今後もより必要になると考えられる。 

学校現場では，即戦力となる新任教師が求めら

れているが，教員の多忙化は依然として学校現場

の課題となっており，特別支援教育について学ぶ

時間の確保は容易ではないことが考えられる。教

員として教壇に立つ前に，大学で特別支援教育に

ついて学び，専門性を高めることが負担感・不安

感の軽減に重要かつ有効ではないだろうか。この

ことに示唆を与えるものとして，教育学部生や教

員養成課程履修生を対象に調査を行った髙橋・河

村 (2019)の研究がある。その中で髙橋・河村

(2019)は，学生の特別支援教育に対する「不安

感・負担感」や「やりがいのなさ」に関連する要

因として，特別支援教育に関する科目履修を挙げ，

教員養成課程に「特別な支援を必要とする幼児，

児童及び生徒に対する理解(1 単位以上取得)」が盛
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り込まれたが，1 単位のみの取得では，不安感・負

担感の軽減につながらない可能性があることを指

摘している。そして今後の課題の一つとして，特

別支援教育の不安感・負担感への障害児者との関

わり体験の影響を検討する必要があることを挙げ

ている。 

また，舛田・川原・二通(2019)は，現職教員を

対象とした調査結果から，教員養成における学生

指導の指針として，第一に学校でのボランティア

やインターンシップ，授業見学など「実際に児

童・生徒と関わる体験をすること」を挙げており，

大学生の時の関わり体験の重要性を述べている。 

以上のことを踏まえ，本研究では，教員養成系

大学に通う学生を対象に，障害のある子どもと関

わった経験の有無と特別支援教育で障害のある子

どもと関わる際の負担感・不安感，やりがいとの

関連について調べることを主な目的とする。さら

に，関わりのある障害種や機会(授業，ボランティ

アなど)として多いのはどのようなものか，また負

担感・不安感を感じる理由は障害種によってどの

ような特徴が見られるのか，実態を明らかにする。 

2. 方法 

2.1 調査対象 

A 県内の教員養成系大学に在籍する学部生 1〜4

年生のうち，本調査の協力依頼に同意の得られた

51 名を対象とした。 

 

2.2 調査期間 

2020 年 8 月から 9 月にかけて調査を実施した。 

 

2.3 調査内容 

2.3.1 回答者の属性：3項目 

学年，希望する職種(幼稚園教諭・小学校教諭・

中学校教諭・高等学校教諭・特別支援学校教諭・

その他)，特別支援学校教諭免許状の取得予定の有

無について，それぞれ選択式で回答を求めた。 

2.3.2 関わり経験：3項目 

障害のある子どもとの関わり経験の有無，関わ

りがある場合はその障害種(視覚障害・聴覚障害・

知的障害・肢体不自由・病弱(身体虚弱を含む)・

発達障害・精神障害・重度重複障害・その他)，関

わりの場面(教育実習・介護等体験・授業の一環・

ボランティア活動・家族にいる・その他)について，

それぞれ選択式で回答を求めた。 

2.3.3 負担・不安を感じる障害種と理由：2項目 

特に負担感・不安感を感じると思う障害種(上位

3 つの選択式)及びその理由(記述式)を尋ねた。 

2.3.4 負担感・不安感とやりがい：14項目 

髙橋・河村(2019)の特別支援教育負担感尺度を

一部改変の上(例 担任場面を前提，「児童」を

「子ども」へ)，用いた。各項目に「とてもそう思

う・まあそう思う・どちらでもない・あまり思わ

ない・全く思わない」の 5件法で回答を求めた。本

尺度には，「障害のある子どもの行動や事態への

対処が分からず不安になると思う」，「障害のあ

る子どもに手をとられ，ほかの子どもの指導が十

分にできないと思う」など「負担感・不安感」を

測定する項目(7 項目)と「やりがいのなさ」を測る

項目(7 項目)がある。本研究では，前者は髙橋・河

村(2019)と同様の採点方法で算出し「負担感・不

安感」得点とし，すべてが逆転項目である「やり

がいのなさ」尺度についてはそのまま算出の上，

「やりがい」得点として使用することとした。 

なお，質問項目の作成にあたっては，筆者間で

の検討に加え，特別支援教育専修の学生数名に予

備的に回答を求め，分かりにくい表現等の確認及

び修正を行った。 

 

2.4 手続き 

新型コロナウイルスの影響により大学内での活

動に制限のある状況を考慮し，ウェブ上でのオン

ライン調査を実施することとした。本調査への協

力について同意が得られた対象者に調査者(筆者)

からアンケートフォームの URLを送信し，無記名で

の回答を求めた。 

 

2.5 分析方法 

負担感・不安感得点，やりがい得点については，

「とてもそう思う」を 5 点，「まあそう思う」を 4

点，「どちらでもない」を 3点，「あまり思わない」

を 2点，「全く思わない」を 1点として集計し，平

均及び標準偏差を求めた。子どもとの関わり経験

あり・なしによる各得点平均値の群間比較，特別

支援学校教諭免許状取得予定のあり・なしによる

群間比較は Welch の t 検定を用いた。 

特に負担・不安を感じる障害種の選択理由につ

いては，特別支援教育専修在籍者 5名にて記述内容

をカテゴリー化し表にまとめることとした。 

統計解析については，株式会社エスミのソフト

ウェア Mac 統計解析 Ver.3.0 を用いて行った。 

3. 結果 

3.1 回答者の属性 

調査対象者 51 名のうち，43 名から回答を得られ

た。回収率は 84.3%であった。回答者の属性につい
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て表 1 に示す。 

今回，1 年生からの回答は得られなかったが，他

の学年についてはいずれも回答者数 2桁であった。

将来の希望職種では小学校教諭が 18 名と最多(約

42%)であり，特別支援学校教諭は 8 名(約 19%)で

あった。一方，教員免許状については，回答者の

約半数が特別支援学校教諭免許状を取得予定で

あった。 

 

3.2 子どもと関わった経験について 

障害のある子どもと関わった経験ありが 40 名，

なしが 3 名であった。関わった経験のある障害種

(複数回答可)は，「視覚障害」が 9 名，「聴覚障

害」が 13 名，「知的障害」が 36 名，「肢体不自

由」が 14 名，「病弱」が 8 名，「発達障害」が 32

名，「精神障害」が 7名，「重度重複障害」が 6名

であった(図 1)。 

関わった経験のある障害種の選択数については 8

個が 1 名，7 個が 2 名，6 個が 5 名，4 個が 7 名，3

個が 4名，2個が 12名，1個が 9名であり，「知的

障害」と「発達障害」を選択に含むケースが 29 名

と最も多かった。 

障害のある子どもと関わった場面(複数回答可)

は，「教育実習」が 22名，「介護等体験」が 10名，

「授業の一環」が 13名，「ボランティア」が 11名，

「家族にいる」が 9名，その他が 10名であった(図

2)。その他の回答としては，友人・同級生(4 名)，

アルバイト(3 名)，部活動(1 名)，家族の通学先(1

名)等であった。 

 

3.3 負担感・不安感とやりがいについて 

全体的な関わり経験の有無と負担感・不安感得

点，やりがい得点の平均値は次の通りである。負

担感・不安感得点：関わり経験あり 26.05，関わり

経験なし 26.67。やりがい得点：関わり経験あり

28.63，関わり経験なし 26.67。 

各障害種における関わり経験の有無と負担感・

不安感得点については表 2，図 3 へ，やりがい得点

については表 3，図 4 に示す。 

続いて，各障害種について関わり経験の有無に

よる負担感・不安感得点の平均値を Welchの t検定

で比較したところ，視覚障害(t(12.38)=2.23，

p=.045)，聴覚障害(t(25.09)=2.07，p=.049)，病

弱(t(10.60)=2.81，p=.018)において有意差が見ら

れ，関わり経験のある群の方がない群よりも負担

感・不安感が低いことが示された。 

また，やりがい得点の平均値について比較した

ところ，病弱(t(16.60)=3.44，p=.003)，精神障害

(t(12.18)=3.54，p=.004)において有意差が見られ，

関わり経験のある群の方がない群よりもやりがい

得点が高いことが示された。 

特別支援学校教諭免許状取得予定の有無による

平均値の比較を Welch の t 検定で行ったところ(取

得予定あり 21 名，取得予定なし 22 名)，負担感・

不 安 感 得 点 ( あ り ： 25.76, な し ： 26.77, 

t(40.99)=0.72，p=.478)，やりがい得点(あり：

表 1  回答者の属性 

 

 

 

図 1 関わった経験のある子どもの障害種(複数

回答) 

 

 

図 2 関わった場面(複数回答) 
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29.43，なし：27.59，t(40.48)=1.48，p=.147)，

いずれにおいても群間で有意差は認められなかっ

た。 

 

3.4 負担感・不安感を感じる障害種とその理由 

特に負担感・不安感を感じると思う障害種は，

視覚障害が 10 名，聴覚障害が 10 名，知的障害が

19 名，肢体不自由が 10 名，病弱が 13 名，発達障

害が 17 名，精神障害が 18 名，重度重複障害が 25

名であった(図 5)。関わった経験のある障害種とし

て回答が多かった知的障害と発達障害は，特に負

担感・不安感を感じると思う障害種としての回答

も多かったが，最も多く選択されたのは重度重複

障害であった。 

特に負担感・不安感を感じる理由として記述回

答が得られたものをカテゴリー分けし，障害種別

にまとめたものを表 4に示す。理由カテゴリーは，

「知識」「支援・対応」「コミュニケーション」

「学習指導」「生命・安全」の 5つに集約された。 

なお，障害種と理由の対応が不明な回答につい

ては，選択した 3つの障害種すべてに回答を掲載し

た。また，一部適切でない表現が見られたため，

内容を変更しない程度に修正し掲載している。 

視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，

病弱，発達障害，精神障害，重度重複障害の 8つの

障害種すべてに「知識」と「支援・対応」の理由

カテゴリーが含まれていた。 

知的障害と重度重複障害の回答においては，5 つ

の理由カテゴリーすべてが含まれていた。視覚障

害・病弱・発達障害・精神障害は 4つのカテゴリー，

聴覚障害・肢体不自由では 3つのカテゴリーにおけ

る回答が見られた。知的障害の「コミュニケー

ション」内の回答数は 5件であり，他の障害種での

回答数よりも多かった。 

 

表 2 関わり経験の有無と負担感・不安感得点 

 
 

 

図 3 関わり経験の有無と負担感・不安感得点

の平均値及び標準誤差 

表 3 関わり経験の有無とやりがい得点 

 
 

 

図 4 関わり経験の有無とやりがい得点の 

平均値及び標準誤差 

 

 

 

図 5 特に負担感・不安感を感じると思う 

障害種(3 つまで選択回答) 
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表 4 特に負担・不安を感じる理由 
 

障害種 理由カテゴリー 数 理由 

視覚障害 

知識 1 どんな感じなのか想像もつかない 

支援・対応 3 授業でも個への対応が難しそう／移動の手助けが必要になる／身体的にハンデを持って
いるのは大変だと思う 

コミュニケーション 2 意思伝達の方法が分からず, 時間がかかると思う／コミュニケーションが不足する 
生命・安全 1 ちょっとしたことでも命の危険に繋がる 

聴覚障害 
知識 1 どんな感じなのか想像もつかない 

支援・対応 4 授業でも個への対応が難しそう／特別な援助が必要／身体的にハンデを持っているのは
大変だと思う／心のケアは難しいと思う 

コミュニケーション 2 言葉によるコミュニケーションが難しい／コミュニケーションが不足する 

知的障害 

知識 4 知識不足で何か起こった時に適切に対応できないと思う／どのような教育をすればいい
か分からない／想定しにくい／その障害についてよく知らない 

支援・対応 6 

通常学級でも見えない障害, 名前のついていない障害を持っている子がたくさんいると
思う。そのような子どもたちに正しい対応ができるかが不安／想定外の事態, というの
が度々起こりそう／障害が見えづらいため, 支援の方法が難しそう／どんな行動をとる
のか読めない／どのように対処するとよいかがわからない／環境面 

コミュニケーション 5 
言葉によるコミュニケーションが難しい／意思疎通が難しいイメージ／コミュニケー
ションが不足する／意思伝達の方法が分からず, 時間がかかると思う／他の児童とのコ
ミュニケーションが大変そう 

学習指導 2 物事を理解したり, 考えたりする時にサポートがより必要で, 達成するまでに時間がかか
ると思う／学習に遅れをとる可能性がある 

生命・安全 2 体調面の配慮も常にする必要がある／より命に関わる 

肢体不自由 

知識 1 知識不足で何か起こった時に適切に対応できないと思う 

支援・対応 4 身体的にハンデを持っているのは大変だと思う／力がいりそう／移動が大変そう／移動
や姿勢変換により体力が必要になると思う 

生命・安全 4 医療的な配慮が必要になったりすると思う／ちょっとしたことでも命の危険に繋がる／
命に関わると思う／特に症状が重そうで, 生命に直結するのではないかと思う 

病弱 

知識 2 専門的知識をしっかり知っておかなければならない／自分に知識がないから 

支援・対応 4 想定外の事態, というのが度々起こりそう／移動や姿勢変換により体力が必要になると
思う／心のケアは難しいと思う／環境面 

コミュニケーション 1 他の児童とのコミュニケーションが大変そう 

生命・安全 7 

ちょっとしたことでも命の危険に繋がる／他の子どもたちよりも命にかかわる問題が多
くあると思う／命に関わると思う／特に症状が重そうで, 生命に直結するのではないか
と思う／より命に関わるから／体調面の配慮も常にする必要がある／医療的な配慮が必
要になったりすると思う 

発達障害 

知識 6 
障害の理解とその対応／どのような教育をすればいいか分からない／あまり自分がわ
かっていない／自分に知識がないから／想定しにくい／目や耳の不自由より, 脳や精神
的な障害とのかかわり方が想像できず, 難しいのではないかと思う 

支援・対応 5 

対応が難しいと感じる／想定外の事態, というのが度々起こりそう／目に見えて分から
ないから大変そう／障害が見えづらいため, 支援の方法が難しそう／通常学級でも見え
ない障害, 名前のついていない障害を持っている子がたくさんいると思う。そのような
子どもたちに正しい対応ができるかが不安 

コミュニケーション 2 言葉によるコミュニケーションが難しい／意思疎通が難しいイメージ 

学習指導 2 物事を理解したり, 考えたりする時にサポートがより必要で, 達成するまでに時間がかか
ると思う／学習に遅れをとる可能性がある 

精神障害 

知識 8 

障害の理解とその対応／今知識がないので, どのように接すれば良いか分からない／ど
のような教育をすればいいか分からない／どんな感じなのか想像もつかない／想定しに
くい／目や耳の不自由より, 脳や精神的な障害とのかかわり方が想像できず, 難しいので
はないかと思う／自分自身の知識不足で生徒とどう関わったら良いかが特に分からない
／その障害についてよく知らない 

支援・対応 7 

子どもの感情を落ち着かせられるか不安／どんな行動をとるかが読めない／対応が難し
いと感じる／薬の服用や副作用もあり対応が難しそう／心のケアは難しいと思う／通常
学級でも見えない障害, 名前のついていない障害を持っている子がたくさんいると思
う。そのような子どもたちに正しい対応ができるかが不安／どのように対処するとよい
かがわからない 

コミュニケーション 2 意思疎通が難しいイメージ／他の児童とのコミュニケーションが大変そう 
生命・安全 1 より命に関わるから 

重度重複 
障害 

知識 7 

障害の理解とその対応／知識不足で何か起こった時に適切に対応できないと思う／目や
耳の不自由より, 脳や精神的な障害とのかかわり方が想像できず, 難しいのではないかと
思う／自分自身の知識不足で生徒とどう関わったら良いかが特に分からない／自分に知
識がないから／名前からしてとても大変そう／その障害についてよく知らない 

支援・対応 5 
どんな行動をとるかが読めない／対応が難しいと感じる／障害が見えづらいため，支援
の方法が難しそう／移動や姿勢変換により体力が必要になると思う／どのように対処す
るとよいかがわからない／環境面 

コミュニケーション 2 意思伝達の方法が分からず, 時間がかかると思う／コミュニケーションが難しそう 

学習指導 2 物事を理解したり, 考えたりする時にサポートがより必要で, 達成するまでに時間がかか
ると思う／学習に遅れをとる可能性がある 

生命・安全 5 
医療的な配慮が必要になったりすると思う／命に関わると思う／特に症状が重そうで，
生命に直結するのではないかと思う／体調面の配慮も常にする必要がある／他の子ども
たちよりも命にかかわる問題が多くあると思う 
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4. 考察 

4.1 障害のある子どもと関わった経験と特別支援教

育への負担感・不安感との関連 

本研究では，障害のある子どもと関わった経験

が特別支援教育への負担感・不安感と関連してい

るかを検討した。今回の調査では，43 名の回答者

のうち，障害のある子どもと関わった経験「なし」

である回答者が 3名と少なく，結果に偏りがあるこ

とが考えられる。そのため，障害のある子どもと

関わった経験の有無と特別支援教育への負担感・

不安感に関連があるかどうかは，判断することは

できなかった。そのため，障害種別ごとに関わり

の有無に着目した分析を行った。その結果，負担

度・不安感については，「視覚障害」「聴覚障害」

「病弱」において関わり経験のある人の方が,不安

度が低いことが示された。A 大学においては，取得

可能な特別支援学校教員免許状の種類が知的障

害・肢体不自由・病弱の 3領域のみであり，視覚障

害や聴覚障害の専門性獲得や関連する活動参加の

機会は十分ではない。そのような状況の中にも関

わり経験のある学生の主体性・活動経験の広さか

らくる不安度の低さなのか，関わり経験からもた

らされた不安の低下なのか，因果関係については

不明である。 

負担度・不安度得点に関して，免許取得予定の

有無との関連はなかった。大学では免許取得に関

わる実習への参加要件として特別支援教育専門科

目の履修が 12 単位以上との制限を設けている。積

極的な専門科目履修が期待される群であるが，負

担度・不安度との直接的な関連は今回見られな

かった。高橋・河野(2019)では，科目履修と特別

支援教育負担感との関連について，4 科目以上で影

響が生じる可能性や必ずしも直線的な変化ではな

いことが示唆されている。免許取得といった資格

と心理的な感じ方との関連については，別の機会

に検討を重ねたい。 

 

4.2 障害のある子どもと関わった経験と特別支援教

育へのやりがいとの関連 

障害のある子どもと関わった経験が，特別支援

教育のやりがいと関連しているかを検討した。負

担感・不安感項目同様，障害のある子どもと関

わった経験「なし」である回答者が少なく，結果

に偏りがあることが考えられる。そのため，障害

のある子どもと関わった経験の有無と特別支援教

育のやりがいに関連があるかどうかは断言するこ

とはできない。しかし，障害のある子どもと関

わった経験「あり」と回答した回答者の得点平均

値の方が「なし」と回答した回答者の得点平均値

よりも高かったことから，関わり経験の有無が特

別支援教育のやりがいに関連している可能性が示

唆された。 

一方，個々の障害種別で見た関わり経験の有無

との関連性については，病弱，精神障害において

は，関わり経験のある回答者の方が,やりがい得点

が高いことが示された。やりがい得点は全体平均

も高く，免許状取得予定の有無に関わらず高得点

の傾向があり，天井効果の可能性があったが，そ

のような中でも，一部の障害種においては関わり

経験により有意に得点が高くなっていることが示

された。関わった場面については，障害全般にお

いては「教育実習」や「授業の一環」など必修の

環境下での経験が多かった。個別のデータを見る

と，病弱や精神障害については，その 2項目の選択

と同程度に「ボランティア」や「家族にいる」と

いったプライベートな生活での関わり体験のある

ことが推察された。今回は活動場面のみの調査で

あったが，今後，より詳しい活動内容と肯定的な

感情との関連について検討を行うことが課題であ

る。負担度・不安度と拮抗する概念として，やり

がいの感じ方や，それが獲得できる職場環境の整

備など，教員のメンタルヘルスに関連する課題と

して示唆に富んだ結果である。 

なお，負担感・不安感項目，やりがい項目，全

14 項目について全員(43 名)の平均値と標準偏差を

算出したところ，「障害のある子どもに問題が起

きた時に，責任について不安になると思う」とい

う責任問題に関する項目の個人差が最も少なかっ

た(平均値 4.00,標準偏差 0.10)。このことから，

学生が教員になった時に，教員としての責任感を

感じること，教員としての責任感が負担感・不安

感につながる要因の一つとなることが伺える。 

 

4.3 特に負担感・不安感を感じると思う障害種とそ

の理由について 

特に負担感・不安感を感じると思う上位 3つの障

害種及びその理由について回答を求め，教員養成

系大学に通う大学生がどの障害種のどのような面

に負担感・不安感を感じると思っているのか調査

した。 

関わった経験のある障害種で回答が多かった知

的障害と発達障害は，特に負担感・不安感を感じ

ると思う障害種としての回答も多かった。特に負

担感・不安感を感じると思う障害種で知的障害を

選択した 19 名のうち，16 名が知的障害の子どもと
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関わった経験があり，発達障害を選択した回答者

17 名のうち，12 名が発達障害の子どもと関わった

経験があった。このことから，特性や支援方法，

コミュニケーションの取り方など，知的障害や発

達障害の子どもと関わった経験を通して学んだこ

とや感じたことが，負担感・不安感につながる理

由の 1 つとなったことが考えられる。 

 

4.3.1 「知識」 

「知識」カテゴリーでの，「どんな感じなのか

想像もつかない」，「想定しにくい」からは，障

害のある子どもへのイメージが明確になっていな

いことが伺える。「名前からして大変そう」から

は，漠然としたイメージを持っていることが推察

される。発達障害や精神障害に対して「目や耳の

不自由より，脳や精神的な障害とのかかわり方が

想像できず，難しいのではないかと思う」との理

由が挙げられており，障害のある子どもの実態や

関わり方へのイメージが明確になることの必要性

が感じられる。「専門的知識をしっかり知ってお

かなければならない」からは，教員として専門的

知識を持っておくことの重要性を感じていること

が伺える。 

全体的に，「自分に知識がないから」，「自分

自身の知識不足で，生徒とどう関わったら良いか

が特に分からない」，「今知識がないので，どの

ように接すれば良いか分からない」，「あまり自

分が分かっていない」など自分自身の知識不足に

関する回答が特に多く，障害の特性等の知識や特

別支援教育の知識が不足していることが学生の特

別支援教育に対する負担感・不安感につながって

いると言える。「知識」カテゴリーに分類した回

答は，視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自

由・病弱が１件から 3件であったのに対して，発達

障害が 6件，精神障害が 8件，重度重複障害が 7件

と多かった。発達障害，精神障害，重度重複障害

は障害名のみ見ると，視覚障害等に比べて，言葉

から障害に対してのイメージが持ちにくく，分か

らないことが多いのではないだろうか。また，精

神障害，重度重複障害の子どもと関わった経験が

あると回答した学生は少なかったことから，特に

知らない，分からないという思いがある可能性も

考えられる。 

菊池(2011)は，教育学部学生を対象に，接触経

験及び授業経験と発達障害の知識量の関連を検討

したところ，接触経験の有無では知識量に有意差

はなかったとしている。この調査の回答者の接触

経験の内容としては，「小・中学校の時に同クラ

スに在籍していた」，「教育実習時に配当クラス

に在籍していた」など消極的なものが多く，発達

障害児と関わった経験を発達障害に対する興味・

関心まで結びつけることができなかったため，知

識量に変化が出なかったと考察している。安田・

中西(2014)では，発達障害の知識問題の平均得点

が，学年が上がるごとに高くなった要因として，

発達障害に関する専門的な講義の影響や，教育実

習等を通じて発達障害に関する知識の必要性が高

まり，知識の増加につながったことを挙げている。

このことから，障害のある子どもと関わることの

できる機会は，特別支援教育や障害のある子ども

たちへの関心につながったり，学生が学ぶ必要性

を感じたりするきっかけとなるものであり，知識

量の増加に必要な要素になることがあると言える。

本調査の回答者は，特別支援学校教諭免許状の取

得予定者が多く，発達障害の子どもと関わった経

験があると回答した学生は多かったが，関わった

場面として，教育実習や授業の一環のような消極

的な関わりの場面との回答が多かった。このこと

が，「知識」カテゴリーに分類された回答が多く

見られたことや，自分自身の知識不足を感じてい

る回答が多く挙げられたことにつながったのでは

ないだろうか。 

 

4.3.2 「支援・対応」 

「支援・対応」カテゴリーでは，視覚障害に対

して「移動の手助けが必要になる」，精神障害に

対して「薬の服用や副作用もあり対応が難しそう」

との回答があり，肢体不自由や病弱に対して「移

動や姿勢変換により体力が必要になると思う」と

の回答があったことから，障害種ならではの支援

方法や対応に関して負担感・不安感があることが

明らかとなった。それぞれの障害に関して，必ず

しもそのような支援・対応を要するとは限らない

が，身体的支援の大変さ，あるいは「心のケアは

難しいと思う」，「子どもの感情を落ち着かせら

れるか不安」という精神的支援の大変さを想定し

た回答もあり，障害種や支援方法に対して学生の

中で，一定のイメージがあることが伺える。 

「通常学級でも見えない障害，名前のついてい

ない障害を持っている子がたくさんいると思う。

そのような子どもたちに正しい対応ができるかが

不安」という回答も挙げられた。文部科学省

(2012)の調査では，推定値ではあるが，通常学級

に 6.5%の割合で発達障害の可能性がある児童生徒

がいることが明らかとなっている。本調査の回答

者は教員を志している学生が多い。教員になった
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時に，特別な支援を必要とする子どもたちに出会

うことは誰にでもあるということを想定し，望ま

しい対応をすることの重要性を感じるからこその

回答結果とも読み取れる。「支援・対応」カテゴ

リーの回答からは，学生が障害のある子どもたち

一人ひとりの特性に応じた支援や対応をすること

への意識があり，それゆえの負担感・不安感とも

思われる。 

また，このカテゴリーでは，「環境面」との回

答があった。環境設定は教育で重要視されている

要素の 1 つである。石岡・細木・岡・森本(2013)

は，自閉症児に対する物理的構造化と時間的構造

化の効用として，①環境設定が容易なため，細や

かな対応が可能，②コミュニケーションスキルの

習得が容易，③時間が認識しやすいため，行動自

制が容易，④行動内容や量を理解しやすく自立活

動の促進が可能，⑤プログラムの再編成が容易な

ため，子どもの体調や興味に対応することが可能

という 5つを挙げている。物理的な環境や時間的な

環境を構造化し，子どもたちにとってより分かり

やすい環境を整備することで，学習効果を確認す

ることができたとしている。また，できたという

成功体験が達成感となり，次への期待という好循

環を生み出すとも述べている。一人一人の特性に

応じた環境設定をすることで，すべての子どもた

ちが過ごしやすく，さらに成長できる場となる。

学生が環境の重要性を感じているとともに，環境

設定の難しさも感じていることから，環境面との

回答が挙げられたのだろう。 

 

4.3.3 「コミュニケーション」 

「コミュニケーション」カテゴリーでは，「意

思伝達の方法が分からず，時間がかかると思う」，

「言葉によるコミュニケーションが難しい」，

「意思疎通の方法が難しいイメージ」などコミュ

ニケーションの方法に関する困惑，「コミュニ

ケーションが不足する」という質・量に関わる問

題，「他の児童とのコミュニケーションが大変そ

う」という子ども同士の視点から考えている回答

があった。関わった経験のある学生が多い知的障

害で，特に「コミュニケーション」カテゴリーの

回答が多かったことから，知的障害の子どもと関

わった経験を通して，コミュニケーション面で難

しさを感じ，理由として回答したことにつながっ

たことが推察される。回答した学生が子どもたち

と関わる中で，コミュニケーションを重視するか

らこそ感じる困難感であろう。 

 

4.3.4 「生命・安全」 

「生命・安全」カテゴリーでは，肢体不自由や

病弱，重度重複障害に対しての回答が多くあった。

「生命・安全」カテゴリーに該当した回答のあっ

た視覚障害，肢体不自由，病弱，重度重複障害は，

特に身体的な障害と直結する障害種であるため，

学校現場で危険な場面もあることが想定されると

いう一定のイメージが，学生の中にあることが伺

える。一方，身体的な障害と直結しにくい知的障

害や精神障害に対しても，「体調面の配慮も常に

する必要がある」「より命に関わる」という回答

が挙げられた。 

本調査では，障害種と理由の対応が不明な回答

について，選択した 3つの障害種すべてに理由を掲

載したため，他の障害種に対しての回答であった

可能性もある。しかし，体調面の配慮が必要なこ

とや命に関わる場面があることは，身体的な障害

と直結しにくい障害種であったとしても同じであ

り，子どもたちの安全を確保することは大切であ

るため，知的障害や精神障害に対しても生命や安

全確保に関する回答が挙げられたことが考えられ

る。 

 

4.3.5 「学習指導」 

「学習指導」カテゴリーでは，「物事を理解し

たり，考えたりする時にサポートがより必要で，

達成するまでに時間がかかると思う」，「学習に

遅れをとる可能性がある」との回答が挙げられた。

通常学級であれば，在籍する児童生徒数が多く，

学級全体への指導と学習に難しさを感じる子ども

へのサポートを行うことは難しく，学習指導時の

課題となっている場合も考えられるだろう。学習

スピードの関係で，他の子どもたちと差が開いて

しまう可能性を心配している様子が感じられる。 

今回，教員養成系大学に通う学部学生が，各障

害種に対して様々な観点から負担感・不安感を感

じていることが明らかになった。大学での講義を

通して知識を蓄えることや，実際に障害のある子

どもと関わる機会を増やすことが，特別支援教育

の負担感・不安感の軽減及び特別支援教育のやり

がいにつながると考える。また，障害のある子ど

もと関わる機会が単発ではなく，継続して設けら

れることで，障害のある子どもたちや特別支援教

育に関する学生の知識や関心が，より深まってい

くのではないだろうか。 

 

4.4 今後の課題 

本調査では 43 名からの回答が得られた。しかし，
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障害のある子どもと関わった経験がない回答者は，

43 名中 3 名と少なかった。そのため，全般的な視

点からの障害のある子どもと関わった経験の有無

と特別支援教育への負担感・不安感や，やりがい

との関連を統計的に検証することはできなかった。

今後は，障害のある子どもと関わった経験がない

と認識する回答者の意識についても明らかにする

必要がある。 

また，今回，特に負担感・不安感を感じると思

う障害種として上位 3つを尋ねた質問項目では，順

位付けを行わなかった。そのため，特に負担感・

不安感を感じると思う障害種の中でも，より負担

感・不安感を強く感じる障害種まで明らかにする

ことができなかった。今後は，回答者に順位付け

まで求め，特に負担感・不安感を感じると思う障

害種をより明確にした上で，学生の各障害種に対

する負担感・不安感を考察することが必要である。 

なお，今回の調査により，学生自身が自覚する

負担や不安の理由が明らかとなった。負担や不安

を軽減させる要因として，高田(2009)は「専門的

な知識や対処の仕方」だけでなく，子どもと関わ

る上での「注意や労力を同僚同士でサポートする

こと」，つまり校内の協働体制や教職協働力の重

要性を指摘している。学生にとって，「知識」や

「対処」に関する自身の力不足は思い浮かびやす

いが，教職協働力の向上・必要性については意識

に上りにくいことが示唆された。在学中の段階で，

いかにこうした協働体制づくりや教職協働力の向

上について学び，実践する力を培っていくことが

できるのか，教員養成系大学としての課題でもあ

る。 

5. おわりに 

本研究のキーワードとして，負担感・不安感が

あり，この意識の実態把握を中心に研究を行った。

同時に，やりがいに関する意識についても測定し

た。メンタルヘルスに関する問題は，特別支援教

育に限らず，教職全般に指摘される課題である。

今回，もともとは負担感・不安感尺度の逆転項目

として用いられていた「やりがいのなさ」に関す

る尺度をそのまま「やりがい」の測度として使用

した。しかし，本来，特別支援教育に携わって得

られるものは，負担や不安の裏返しでは事足りず，

もっと多くの楽しみや気づきがあることと思う。

今後は，こうした概念の捉え方についても検討を

進めていきたい。 
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